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て
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選
ば
れ
る
ま
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る
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選
ば
れ
る
ま
ち
」を
つ
く
る

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
方
針
の
概
要
と
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
令
和
８
年
度
の
予
算
、
主
な
事
業
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

問�

合
せ
▼
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
政
策
企
画
課（
☎
２
３
２
・
９
１
０
４
）

　
　
　

予
算
に
つ
い
て
は
財
政
課（
☎
２
３
２
・
９
１
３
１
）

　

令
和
８
年
度
予
算
は
、「
水

戸
市
第
７
次
総
合
計
画
―
み
と

魁
・
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
プ
ラ
ン
―
の
着

実
な
推
進
」と「
水
戸
の
未
来
を

支
え
る
持
続
可
能
な
財
政
基
盤

の
確
立
」の
二
つ
の
基
本
方
針

の
も
と
、
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
最
重
要
課
題
で
あ
る

人
口
減
少
問
題
に
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
い
く
た
め
、「
み
と

魁
・
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
プ
ラ
ン
」の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る「
み

と
っ
こ
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と「
若
い
世
代
の
移
住
・
定
住

加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
具
現

化
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
選

択
と
集
中
の
考
え
の
も
と
、
限

ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
に
配
分

し
、
更
な
る
充
実
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま

各会計の予算と前年度との比較

（単位：千円、％）

〈市の会計〉
一�般会計…教育や福祉などの市民

サービスのほか、公共施設の維持
管理や、道路等の生活基盤の整備
など、市の基本的な行政運営の経
費を経理します。

特�別会計、公営企業会計…特定の事
業を行うために、目的別に会計を
設け、個別に経理して受益と負担
の関係を明らかにしています。

（単位：千円、％）

会　計 令和8年度 令和7年度 増減額 増減率

一般会計 130,814,000 127,561,000 3,253,000 2.6

特別会計 54,140,700 54,096,900 43,800 0.1

国民健康保険会計 21,540,000 22,020,000 △480,000 △2.2

公設地方卸売市場事業会計 1,027,000 1,022,000 5,000 0.5

駐車場事業会計 195,700 185,000 10,700 5.8

東前第二土地区画整理事業会計 169,000 173,000 △4,000 △2.3

公共用地先行取得事業会計 17,000 46,200 △29,200 △63.2

介護保険会計 26,014,000 25,834,000 180,000 0.7

介護サービス事業会計 ― 78,700 △78,700 皆減

後期高齢者医療会計 5,156,000 4,693,000 463,000 9.9

母子父子寡婦福祉資金会計 22,000 45,000 △23,000 △51.1

公営企業会計 31,697,100 31,672,300 24,800 0.1

水道事業会計 11,126,100 11,189,200 △63,100 △0.6

下水道事業会計 20,571,000 20,483,100 87,900 0.4

合　計 216,651,800 213,330,200 3,321,600 1.6

一般会計  
1,308億1,400万円
（前年度比2.6％増）

特別会計     
541億4,070万円
（前年度比0.1％増）

公営企業会計 　
316億9,710万円
（前年度比0.1％増）

（前年度比1.6％増）
2,1662,166 5,1805,180万円万円億億

予算総額予算総額

で
、
多
く
の
方
か
ら
選
ば
れ
る

ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、
本
市

の
強
み
で
あ
る
都
市
の
総
合
力

を
更
に
高
め
て
い
く
た
め
、
医

療
・
福
祉
や
教
育
、
救
急
体
制

の
充
実
、
防
災
・
減
災
対
策
の

強
化
な
ど
、安
全
・
安
心
な
暮
ら

し
を
支
え
る
基
盤
整
備
を
着
実

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

水
戸
市
の
予
算

水
戸
市
の
予
算

令
和
令
和
88
年
度
年
度

　

少
子
化
に
伴
う
人
口
減
少
と
い
う
危
機
を
乗
り
越

え
、
都
市
を
持
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

若
い
世
代
が
魅
力
を
感
じ
る
多
様
な
働
く
場
を
創
出

す
る
と
と
も
に
、
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
場
を
つ

く
り
、
定
住
人
口
の
増
加
と
ま
ち
の
活
力
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
思
い
か
ら
、
私
は
、
水
戸
市
第
７
次
総
合
計

画
―
み
と
魁

さ
き
が
け・

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
プ
ラ
ン
―
に
、「
若
い
世

代
の
移
住
・
定
住
加
速
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
位
置
付

け
、
創
業
・
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
を
は
じ
め
、
企

業
誘
致
の
推
進
、
中
小
企
業
の
成
長
支
援
を
推
し
進

め
る
と
と
も
に
、
楽
し
み
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
水
戸
の
魅
力
を
戦
略
的
に
発
信
し
て
い
く
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
に
重
点
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
取
組
は
も
ち
ろ

ん
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
施
策
を「
移
住
・
定
住
の
促

進
」「
定
住
人
口
の
増
加
」と
い
う
大
き
な
目
的
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
大
き
な
強
み
は
、
多
様
な
働
く
場
を
は
じ

若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
、

若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
、

個
性
が
光
る
ま
ち
を
つ
く
る

個
性
が
光
る
ま
ち
を
つ
く
る

め
、
医
療
・
福
祉
や
教
育
、
子
育
て
支
援
、
救
急
体

制
等
の
充
実
と
い
っ
た
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支

え
る
基
盤
が
整
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
自
然

や
歴
史
、
芸
術
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
暮
ら
し
に

活
力
を
与
え
る
魅
力
あ
る
地
域
資
源
に
も
恵
ま
れ
て

い
る
こ
と
と
い
っ
た
、
都
市
の
総
合
力
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
強
み
を
最
大
限
に
生
か
し
て
、
移
住
・
定
住
を

強
力
に
促
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

さ
ら
に
、
活
力
あ
る
地
域
経
済
は
安
心
を
感
じ
ら

れ
る
暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

民
、
事
業
者
、
そ
し
て
、
行
政
も
共
に
稼
げ
る
ま
ち

へ
の
転
換
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
や
歴
史
的
資
産
を
有
効
活
用
し
て
民
間
の

活
力
を
呼
び
込
み
、
収
益
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
は

も
と
よ
り
、
確
保
し
た
財
源
を
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上

や
将
来
の
発
展
へ
と
還
元
し
て
い
く
好
循
環
を
生
み

出
し
て
ま
い
り
ま
す
。
加
え
て
、
民
間
事
業
者
が
地

域
資
源
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
生
か
す
こ
と
の
で

き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
、
規
制
緩
和
や
デ
ジ

タ
ル
技
術
の
活
用
、
民
官
連
携
な
ど
、
多
様
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
よ
り
、
民
間
事
業
者
が
創
造
性
を
存
分
に

発
揮
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
十
分
に
生
か
し
切
れ
ず
に
い
た

本
市
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引
き
出
し
、
他
地
域
と
の

明
確
な
差
別
化
を
図
る
な
ど
、
本
市
の
個
性
を
光
ら

せ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
多
く
の
方
か
ら
選
ば
れ
る

ま
ち
と
し
、
誰
も
が
住
み
た
い
、
ず
っ
と
住
み
続
け

た
い
と
感
じ
ら
れ
る
水
戸
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
が
安
心
を
感
じ
ら
れ
る
、

市
民
が
安
心
を
感
じ
ら
れ
る
、

人
生
百
年
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

人
生
百
年
時
代
の
ま
ち
づ
く
り

市
政
運
営
の
基
本
方
針

市
政
運
営
の
基
本
方
針

　

人
生
百
年
時
代
に
お
い
て
、
安
心
を
感
じ
な
が
ら

暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
若
者
か
ら
高
齢
者
ま
で

全
て
の
市
民
が
、
元
気
に
活
躍
し
、
生
き
生
き
と
楽

し
み
な
が
ら
暮
ら
す
と
い
う
各
々
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン

を
描
け
る
ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
感
じ
る
確
か
な
安

心
を
総
合
的
に
つ
く
り
上
げ
、
そ
の
質
を
高
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私
は
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
の
土
台
と
な
る
防
災
・
減
災
に
重
点
的
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
想
定
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
災
害

リ
ス
ク
に
対
応
す
る
た
め
、
防
災
倉
庫
の
設
置
や
備

蓄
物
資
・
資
機
材
の
拡
充
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

今
年
度
に
は
、
避
難
所
と
な
る
小
・
中
学
校
の
屋
内

運
動
場
へ
の
空
調
設
備
の
設
置
と
ト
イ
レ
の
洋
式
化

を
推
進
し
、
３
年
間
で
完
了
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
市
民
の
防
災
意
識
を
醸
成
し
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
て
災
害
に
備
え
る
た
め
、
毎
年
実
施
し

て
い
る
水
戸
市
い
っ
せ
い
防
災
訓
練
を
は
じ
め
、
地

域
の
自
主
防
災
組
織
と
連
携
し
た
防
災
訓
練
等
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
を
豊
か
に
す
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進

と
し
て
、
多
様
な
分
野
の
施
策
を
デ
ジ
タ
ル
技
術
で

支
え
、
行
政
手
続
に
お
け
る
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
を
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と

で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
業
務
効
率
化
を
図
り
、

利
便
性
と
安
心
を
実
感
で
き
る
Ｄ
Ｘ
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

超
高
齢
社
会
が
更
に
進
む
中
、
市
民
の
心
と
身
体
の

健
康
づ
く
り
も
安
心
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
、
医
療
、
介
護
、
生
活
支
援
・
介
護
予
防
、

住
ま
い
が
一
体
と
な
っ
て
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
高
齢
者
の
外
出
や
社
会
参
加
の
機
会
の
確

保
等
に
向
け
、
新
た
な
移
動
支
援
施
策
の
具
現
化
を

進
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
い
生
活
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
み
と
っ
こ
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
つ
い
て
も
更

に
加
速
さ
せ
、
４
月
か
ら
新
た
に
、
第
２
子
の
保
育

料
の
無
償
化
を
実
現
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
実

施
し
て
き
た
小
・
中
学
校
給
食
費
の
無
償
を
継
続
し
、

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
特
色
あ
る
教
育
を
行
う
小
規
模
特

認
校
に
つ
い
て
、
通
学
費
の
支
給
、
学
校
徴
収
金
の

無
償
化
な
ど
、
就
学
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
活
性
化
を
図
り
、
多

様
な
学
び
の
選
択
肢
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
展
開
に
よ
り
、
ど
の
年
代
で

あ
っ
て
も
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
し
っ
か
り
と
描
く
こ
と

が
で
き
る
、
安
心
を
実
感
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
水
戸
で
暮
ら
す
か
ら
こ

そ
得
る
こ
と
が
で
き
る
価
値
を
市
内
外
に
わ
か
り
や

す
く
情
報
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

進
行
す
る
人
口
減
少
へ
の
強
い
危
機
感
を
最
大
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
既
成
概
念
を
打
ち
破
り
な
が

ら
、
本
市
な
ら
で
は
の
個
性
と
ま
ち
の
魅
力
を
磨
き

上
げ
、
将
来
都
市
像「
こ
ど
も
育
む　

く
ら
し
楽
し

む　

み
ら
い
に
躍
動
す
る　

魁
の
ま
ち
・
水
戸
」の

実
現
に
向
け
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 高橋靖  水戸市長
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地方消費税交付金（6.3％）
82億4,900万円

社会保障費や福祉施設の整備運営などの経費

道路、公園、市営住宅などの整備や維持管理経費

小・中学校の整備運営や、生涯学習、スポーツ振興な
どの経費

�市の行政運営、市民センター、防災対策、収税、選挙
などの経費

公共施設の整備などの財源として借入れた市債の返済
経費

保健所の運営、健康診査や予防接種、ごみの収集・処
理などの経費
消火や救急などの経費
議会費、労働費、農林水産業費、商工費など

民生費

土木費

教�育費

総�務費

公�債費

衛�生費

消防費
その他

教育費（13.2％）
172億6,024万円

土木費（11.8％）
154億1,696万円

公債費（8.9％）
115億6,971万円

総務費（8.6％）
112億7,735万円

衛生費（7.7％）
100億6,015万円

消防費（3.3％）
42億6,472万円

その他（2.5％）
33億6,832万円

民生費（44.0％）
575億9,655万円

歳出
億億1,3081,308
万円万円1,4001,400

歳入・歳出歳入・歳出一般会計の一般会計の主な事業主な事業令和8年度当初予算令和8年度当初予算

新…新規事業　拡…拡充事業

予算に関する
詳細は、こちら⇨

保健医療部門保健医療部門

新 大腸がん検診推進事業
441万4千円　

自己負担金のワンコイン化などを実施

新 �小児オンライン医療相談・
オンライン診療事業

1,365万5千円　
スマホなどを活用して医療相談や
診療を受けられるサービスを実施

新 �妊婦へのRSウイルス感染症
予防接種事業 5,301万円　

水道部門水道部門

 水道施設災害対策事業
14億9,226万円　

配水管路や施設の災害対策の推進

 老朽施設更新事業
10億9,764万6千円　

下水道部門下水道部門

� 処理場建設改良事業
20億2,820万円　

� 管
かん き ょ

渠建設改良事業
23億4,400万円　

幹線・枝線工事

都市建設部門都市建設部門

� �水戸駅前三の丸地区市街地再
開発事業 8億5,072万8千円　

� 雨水排水施設整備事業
11億3,350万円　

排水路・都市下水路・調整池など
の整備

� 内原駅周辺地区整備事業
5億1,260万円　

こども部門こども部門

拡 放課後学級運営の充実
6億5,914万3千円　

待機児童ゼロの継続のため、学級
を増設

新 本庁舎キッズスペースの設置
100万円　

新 第2子の保育料の無償化

第1子の年齢や世帯年収にかかわら
ず、第2子の保育料を無償化

 小・中学校新入生応援金の
　 支給 1億3,700万円　

新 5歳児健康診査の実施
2,484万3千円　

新 民間保育施設の改築支援
2億7,634万2千円　

3億3,908万4千円　

消防部門消防部門

 �消防団第12分団詰所改築事業
8,480万円　

改築工事など

 消防機械力整備事業
7,500万円　

資機材搬送車・高規格救急自動車
などの更新

新 �南消防署城東出張所移転改築
事業 6,630万円　
解体工事、基本・実施設計など

教育部門教育部門

産業経済部門産業経済部門

 福藁
わら

プロジェクト推進事業
260万円　

わら苞
づと

の持続的な生産に向けた取組
を支援

拡 創業支援事業
創業準備期に加え、創業後の事業
展開などの支援を強化

2,130万円　

新 まちなか店舗等開設促進事業
1,200万円　

まちなかの既存物件を活用した出
店を支援

拡� 企業立地促進事業

既存物件を活用したオフィス開設
の支援を新たに実施

1億5,130万円　

生活環境部門生活環境部門

拡� �みとゼロカーボン未来住宅
パッケージ 2,600万円　
住宅用蓄電システム設置補助金の
補助件数を拡大

 �旧清掃事務所等施設の解体
工事 5億6,430万円　

福祉部門福祉部門

新 重層的支援体制整備事業
3,481万4千円　

既存の相談支援などの取組を生か
しつつ、新たな機能を加えた重層
的支援を実施

新 �民間養護老人ホームの整備
支援 2億8,160万円　

市民協働部門市民協働部門

 �市民センター長寿命化改修
事業 1億3,460万円　
城東市民センターの工事など

 五軒市民センター改築事業
2億2,320万円　

解体工事、基本・実施設計

新 �アナハイム市国際親善姉妹
都市締結50周年記念事業

614万4千円　

企画総務部門企画総務部門

新 �LINEを活用した市民サービス
の拡充 690万円

元吉田・下市地区などにエリアを
拡大

拡 �シェアサイクル事業「みと
ちゃり」 2,976万8千円　

新 �子育て世帯向けプロモーショ
ン動画制作 200万円　

市民税（個人・法人）や固定資産税など
特定の事業に対する国からの負担金や補助金など 
�一定水準の行政サービスを提供できるように、国
から配分される交付金
特定の事業に対する県からの負担金や補助金など

地方消費税を財源として、人口などに応じて配分
される交付金
休日夜間緊急診療収入や清掃工場の売電収入など、
ほかの歳入科目に該当しない収入
分担金及び負担金、使用料及び手数料など

国や銀行などからの借入金

市税
国�庫支出金

地�方交付税�

県�支出金

地方消費税
交付金

諸収入

その他

市債

国庫支出金（22.0％）
287億9,357万円

地方交付税（9.6％）
125億100万円

県支出金（8.3％）
108億5,252万円

市債（7.4％）
96億4,200万円

諸収入（2.1％）
28億287万円

その他（9.0％）
118億3,604万円

市税（35.3％）
461億3,700万円

歳入
億億1,3081,308
万円万円1,4001,400

物価高騰対策物価高騰対策
（令和8年1月補正予算）

新 �物価高騰対応プレミアム商品
券発行事業 4億9,000万円　
プレミアム率50%の商品券の発行
�問合せ▶商工課（☎232-9185）

新 水道料金減免事業

水道料金の基本料金2か月分の免除
�問合せ▶経理課（☎231-4114）

3億7,000万円　

新 �市民税非課税世帯等くらし
サポート給付金事業

4億6,100万円　
住民税所得割が非課税の世帯へ
1人あたり8,000円の給付　
※詳細は、15ページ
�問�合せ▶市民税非課税世帯等くら

しサポート給付金コールセンター
（☎0120-319-693）

� 小・中学校長寿命化改良事業
3億2,330万円　

妻里小学校・緑岡小学校の工事、
赤塚中学校の実施設計など

 �小・中学校給食費の無償の
継続 13億1,091万4千円　

新 小規模特認校活性化事業
2,375万5千円　

就学しやすい環境づくりの推進と
教育活動の更なる充実

 小・中学校校舎増築事業
8億4,200万円　

吉沢小学校・第四中学校の工事

拡� �地域スポーツクラブ活動及
び文化活動体制整備事業

5,431万3千円　
休日の部活動を地域クラブ活動へ移行

拡 校内フリースクール
5,872万5千円　

不登校支援の強化のため、新たに
小学校3校で実施

新� �新しい自然体験教室の実施
5,152万円　

 �小・中学校屋内運動場空調
設備整備・トイレ洋式化事業

21億940万円　
工事（小学校1校、中学校16校）、
実施設計（小学校15校）

� 国補街路整備事業
3億2,400万円　

都市計画道路の整備（2路線）
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